
行
い、
9

月
ま
で
にI
o
c

に
提
窒9
る
ス
ケ
ジ
ュー
ル

・

を
報
告
。
そ
の
ほ
か
、
器
月

発
表
し
た
公
式
エ
ン
プ
レ
ム

に
つ
い
て
、
森
会
長
が
映
像

を
交
え
て
要
季
語
っ
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
終

了
後
、
森
会
畏
は
報
道
陣
の

取
材
に
応
じ
、
新
国
立
競
技

場
に
つ
い
て
「
（
建
設
費
が
）

膨
ら
ん
だ
理
由
は
あ
る
し
、

【
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
l

ル
H

五
輪
取
材
班
】
五
輪
組
織
委
員
会
の
森
喜
朗
会
長
と
貫
藤
敏
郎
事
務
総
長
は

1

日
、
マ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
輝
設
」
（
調
当
事
者
は
立
派
な
も
の
を
作

レ
l

シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
1

ル
で
開
か
れ
たI
O
C
総
会
に
出
席
し
、
2
0
2
0

年
夏
京
五
輪
の
準
備
状
視
を
説
布
市
）
に
至
る
ヘ
リ
テ

l

ジ
り
た
い
気
持
ち
だ
っ
た
と
思

明
し
た
。
森
会
長
は
新
国
立
競
技
場
の
計
画
見
直
し
に
つ
い
て
改
め
て
陳
謝
し
た
上
で
、
「
政
府
の
決
断
に
よ
り
、
ゾ

1

ン
と
、
「
幕
張
メ
ッ
セ
」
う
が
、
メ
デ
ィ
ア
や
国
民
か

日
変
誌
で
I
O
C
が
抱
え
る
理
念
を
実
現
す
る
体
制
が
盤
っ
た
。
組
織
委
員
会
と
都
、
政
府
、

J
O
G
－
J
P
C

（
千
葉
市
）
に
至
る
墓
京
ベ
ら
共
感
を
得
な
い
と
い
う
こ

が
一体
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
、
開
会
式
を
万
全
の
体
制
で
迎
え
る
こ
と
を
改
め
て
誓
う
」
と
約
束
し
た
。
五
輪
開
イ
ソ

l

ン
の
ニ
つ
の
円
を
図
と
で
あ
れ
ば
、
五
輪
そ
の
も

催
の
決
定
以
降
、
I
O
C
香
田
町
か一堂に
会
す
る
総
会
で
進
捗
を
説
明
し
た
の
は
初
め
て

。
示

し
、
「無
限」
を
表
す
マ
の
が
共
感
を
得
な
く
な
る
」

大
会
を
作
る
」
と
語
っ
た
。
ー
ク
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
と
説
明
。
ま
た
、
予
定
通
り

「

興
奮
に
満
た
さ
れ
る
大
会
に
」

む
河
野
訴
し
刊
誌
U清
明
九
日
日
間
律
援

m
l

直
レ
や
追
加
種
目
の
選
定
な
表
明
し
た
。
組
織
警
員
会
に
画
に
関
辱
す
る
意
向
を
示
し

新
国
立
競
技
場
問
題
で
森
に
超
え
る
コ
ス

ト
が
国
民
の
に示
し
た
五
輪
ス
タ
ジ
ア
ム
ど
に
つ
い
て
現
状
を
報
告
し
よ
る
と
、
ま
だ
競
技
会
場
が
た
こ
と
に
つ
い
て
、
森
会
長

会
長
は
、
「
予
想
を
は
る
か
闘
で
議
論
と
な
り
、
招
致
時
に
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
は
率
た
。
こ
の
う
ち
競
窒
蕩
配
決
定
し
て
い
な
い
サ
ッ
カ
ー
は
「
開
閉
会
式
、
陸
上
競
技

弘
直
に
皆
さ
ん
に
お
わ
び
す
置
で
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
と
自
転
車
を
除
く
お
競
技
の
を
や
る
上
で
（
悲
活
権
な
ど
）

る
」
と
陳
謝
。
「
ア
ジ
ェ
ン
て
「

G
a
m
e－

S
w

・
－t

う
ち
、
既
存
の
施
設
を
使
う
I
O
C
が
関
係
す
る
い
ろ
ん

ダ
2
0
2
0

に
あ
る
通
り
、h
I
n
f
i
n
i
t
e

の
は
印
%
と
な
っ
て
い
る
。
な
問
題
が
あ
る

。
（計
画
が
）

よ
り
コ
ス
ト
を
抑
え
た
施
設
E
x
c
i
t
e
m
e
n
t

追
加
種
目
の
選
定
で
は
今
進
ん
で
か
ら
、
ま
た
戻
さ
な

に
よ
る
持
続
可
能
な
五
輪
と
（
限
り
な

い
贋
寓
〉
」
を
新
た
月
ケ5
8

日
、
第1
次
審
査
い
と
い
げ
な
い
と
い
う
こ
と

い
う
理
念
に
沿
っ
た
も
の
に
打
ち
出
し
た
の
が
特
徴
。
を
通
過
し
た
国
際
競
技
連
盟

一に
な
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

だ
」
と
理
解
を
求
め
た
。
選
手
村
か
ら
「
武
蔵
野
の
森
（

I
F
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

一

理
解
を
示
し
た
。

森
会
長
は
ま
た
、
I
o
c

t
B
i
l
l
i

－
－

1
1
1
1
1
1
1
1
1

－
－
－
－
－

が
前
日
、n
年
冬
季
五
輪
の
だ
し
、
こ
の
調
査
は
資
本
金
昨

年
と
同
様
に
引
き
上
げ
分
告
で
、
短
時

間
再
任
用
に
せ
務
員の
扶
養
手
当
は
配
偶
者

認
知
芸
品

僻
点
フ
レ
ッ
ク
ス
一
投
識
に
も

持
関
駐
日
韓
日
立
せ
す
る
民
間
以
前
山
県
議
員
辞
都
人
事
重
義

国
）
、
初
年
塞
ゐ
東
京
に

院
焦

.

. 

‘
・

1
7
3

』

i

！

あ
灸
孝
信
対
象
に
実
施
し
国
の
フ
レック
ス
タ
イ
ム
か
壊
し
、
需
に、
醤設
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
安
ヶ
月
昔
、
大
学
襲

続
い
て3
大
合
連
続
で
ア
ジ
事

2
二

f

て
お
り
、中
小
袋
カ
含
ま
控
室
、
研
究
職
や
尊
門
突
が
得
ら
れ
な
い
と
と
を
倍
首
相
は
昨
年
月
に
こ
の
度
を
対
象
に
し
た

A
T

ア
で
の
態
と
な
る
こ
と
を
足
の
再
任
用
希
望
者
増
加
の
見
通
し
で
対
策

れ
て
お
季
、
草
署
職
な
ど
を
対
象
に
し
て
い
る
懸
念
し
、
「
豊
島
力
と
蓄
葎
の
見
直

し
の検
討
用
事
霊
安

受
け
、
「ア
ジ
ア
の
栄
光
の

ー

不
透
明
な
状
要
。
特
別
給
が
、
今

回
の人
事
院
勧
告
で
経
験
を
公
務
外
で
活
用
す
る
を
人
事
院
に
求
め
た

。
手
当
した事
務
と
4

義

一
角
道
っ
て
、
さ
ら
に
国8月
上
旬
に
行
わ
れ
る
見
扶
掌
当
な
ど
が
焦
点
と
な
函

5
月
1
日
か
ら6
月
昔
話
末
の
民
間
主
要
企
業
の
に
関
し
て
、
人
事
院
は
こ
れ
は
対
象
を
一
般
職
に
も
拡
大
可
能
性
差
げ
る
」
だ
け
で
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
配
偶
合
わ
せ
た
受
験
者
数
け

9
2

人
で
、
最
終
合
格

際
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
、
五
輪
通
し
の
人
事
院
勧
告
で
、
今
っ
て
い
る
。
一
ま
で
、
従
業
員
印
人
以
上
の
一
時
金
は
前
年
比

5

・
時
%
ま
で
民
間
と
の
考
課
査
定
分
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
政
な
く
、
「

ω
歳
前
か
ら
の
退
者
の
労
働
時
闘
を
調
整
す
る

は
前
年
度
比
日
・

ム
l

プ
メ
ン
ト
の
推
戸
進
に
貢
回
は
月
例
給

や
特
別
給
に
加
人
事
院
と
都
道
府
県
な
ど
－
事
業
所
を
対
象
に
実
施
さ
れ
増
の
初
万

6
3

8

円
、
今
春
の
荊
離
を
古
視
す
る考
え
を
府
は
来
年4
月
の
導
入
を
目職
管
理
を
含
む
人
事
管
理
の
ケ

l

ス
も
見
受
け
ら
れ
て
お
人
）
増
の
2
7

6

人
だ

献
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
が
大
い
え
て
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タイ
ム
の
各
人
事
委
員
会
に
よ
る
民
た
。

の
賃
上
げ率
が0
・

m
m
上
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
指
し
て
い
る
。

見
直
し
を
進
め
る
」
必
要
性
り
、
女
性
の
社
会
進
出
を
妨
こ

の
う
ち、
女
性
の
舎

に
活
躍
で
き
る
素
晴
ら
し
い
制
、
雇
用
と
年
金
の
接
続
、
間
給
与
実
態
調
査
〈
民
調
）
厚
生
労
酷
省

に
よ
る
と
、
回
る
2

・
ぉ
符
た
っ
た
。
た
ラ
ス
勧
告
と
な
っ
た
場
合
は
雇
用
と
年
金

の
接
続
で
に
も
言
及
。
人
事
院
は
適
切
げ
る
要
因
と
し
て

い
る
。
だ
数
は
引
人

と
前
年
度
が

は
、
防
車
重
か
ら
支
給
調
拍h
u制
支
が
陸
清
さ
れ
る
よ
が
、
晃
司
企
業
で
手
当
刀
鬼
3
／O
ヘl

〉
二
百
勺

(4l 

五輪組織委員会

新
国
立

競
技
場

2015年（平成27年） 8 月 4 日（火曜日）毒事之案件豆珍て審区

ー

O
C
総
会
で
説
明
す
る
森
会
長

H
1

日

「
開
会
式
は
万
全
で
」
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要
な
改
修
訟
は
1
0
4
6

億
円

に
上
り
、
「
負
の
、
必
摩
」

に
な

る
の
は明
ら
か
だ
っ
た
。
ザ
ハ

事
務
所
は7
月
末
に
至
っ
て
、

「
低価
格
の
鹿
技
場
を
提
案
す

る
用
意
も
あ
っ
た
」
と
主
張
し

始
め
て
い
る
か
ら
驚
き
で
あ

る
。工

事の
規
模
も
極
め
て
大
き

い
。
文
部
科
学
省
が

7

月
比
日
、

参
議
院
内
閣
・
文
教
科
学
の
連

合
審
査
会
で
明
ら
か
に
し
た
と

こ
ろ
で
は
、
ア
ー
チ
と
屋
根
部

分
の
鉄
骨
の
宙
誕
は
許
勧

2

万

J
Jと
東
京
タ
ワ
1
5

本
分
に
相

当
する
と
い
う。

基
礎工
事に

よ
る
建
設
発
生
土
は
約
閉
山
方
立

方
財
で
、m
i

u
J
ダ
ン
プ車

に
換
算
し
て
ロ
・
8

万
ι
M
・

2

玄
口、
1

日
延
べ60
0
1

9
0
0

台
が
行
き
琴
吾
襲
」

っ
た
。

安
藤
忠
雄
氏
は
「
現
代
日
本

の
建
築
技
術
の
粋
を
尽
く
す
よ

う
な
難
工
事
で
あ
り
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
評
し
た
が
、
白
紙
撤

回
し
な
げ
れば
開
誕
週
一
の
五
輪

と
見
ま
ご
う
時
代
錯
誤
の
象
徴

に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

危
う
く
時
代
錯
誤
の
象
徴
に

、

E
O
C総
会
で
準
備
状
況
説
明イラク
出
身
の
建
築
家
ザ
ハ
で
は
い
か
ず
、
建
設
訟
は
当
初
吋

－
ハ
デ
ィ
ド
氏
は
、
「
蚕
元
の
見
積
も
り
の

3

倍
以
上
に
当た

－

S
ρ
の

長
立
日
記
作
品
目
以
詰
5

反
暗
殺

向
叶
ノ

・e
p
E
g
を

む
る
例
も
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。
過
去
の
メ

l

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
刈

a
HL
川
〆
出
目

ザ
ハ
氏
は2
0
1
2

年
ロ
ン
を
見
る
と
、
北
京
の
国
家
体
育
メ
伍
，

f
f
F
国
が

ド
ン
五
輪
で
も
競
技
会
場
を
設
場
（
鳥
の
き
は
約

4
3
0億

F
ノ
・

’宅
寸

計
し
た
。
水
泳
会
場
の
「
ア
ク
円
、
．
ロ
ン
ド
ン
の
ス
タ
ジ
ア
ム

’
川河
杭
ア

ア
テ
ィ
ク
ス
・
セ
ン
タ
ー
」
は
、
は
約

6
5
0

億
円
。
ロ
ン
ド
ン
伊

γ
戸
一
ふ
さ
ル

・

4
4

示
一

曲
線
を
描
く
白
い
屋
根
が
特
徴
は
メ

1

ン
の
競
技
場
で
は
冒
険

．，

・
．

I

r

ト
回
展
キ

的
だ
。
し
か
し
喜
一
筋
制
せ
ず
、
大
会
後
に
震
を

8
万
白い
れ
戸

、

山崎

’で
な

人
か
ら5
Z

干
人
に
縮
小
す
穿
コ
＼

全
ま

る
現
実
的
な
選
択
を
し
て
い
る

。

－

P
A
JH
いい

4
f
－
s
v
宗

一
方
、
東
京
の
新
国
立
続
技
〕
－
十
、

、

a
J
4
h
．
、
F

p
d
鶴
本

程
調
の
約

1
3
0
0億
円
．
守

い

J
男
γ
也
、川
市，
（
清
2

か
ら
約2
5
2
0

億
円
に
膨
友
戸

～
i
pd
政
．
dv
s
主

張
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
襲
セ
ン
、
〆
／
も
に
ふ

B
J
模

タ
l

（J
S
C
）
は
消
担
税
率
、
，

シ

J
＼
、l
v
v

‘
F

や
建
設
資
材
・
労
務
自
の

高
騰
l

ル
アl
チ
2

本
を
架
け
る
こ
数
社
し
か
な
く
、
醗
争
性
が
働

な
ど
を
要
因
と
し
て
挙
げ
た
と
に
な
り
、
J
S
C

は
「
高
度
か
な
い
」
と
説
明
し
た

。

が
、
元
凶
は
そ
の
構
造
に
あ
る

。

な
技
術
を
持
つ
フ
ァ
プ
リ
ケ

！

維
持
貨
な
ど
の
年
間
支
出
は

ザ
ハ
案
で
は
約
3
7
0

M
の
キ
タ
l

（
製
造
業
者
）
が
日
本
で
必
億3
4
0
0

万
円
。J
S
C

は
3
8
0
0

万
円
の
黒
字
と
い

う
大
甘
の
収
支
見
込
み
を
発
表

し
た
が
、
改
築
後
日
年
闘
で
必

＇＼噌

－、
、

e
- u 

－
A
I
類
採
用
の
合
格
幸


